
第
２
回
通
常
総
会
開
催 

 

警
備
業
界
へ
の
協
力
も
検
討 

 
万
防
機
構 

  

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構

（
東
京
都
新
宿
区
、
河
上
和

雄
理
事
長
、
℡
０
３
・
３
３

５
５
・
２
３
２
２
、
以
下
万

防
機
構
）
は
、
18
日
に
新
宿

厚
生
年
金
会
館
で
第
２
回
通

常
総
会
を
開
催
。
昨
年
に
引

き
続
き
実
施
さ
れ
た
調
査
報

告
書
の
公
表
や
、
各
県
の
万

引
対
策
の
現
状
報
告
な
ど
が

行
わ
れ
た
。 

 

総
会
に
先
立
ち
、
河
上
理

事
長
は
、「
発
足
し
た
ば
か
り

で
十
分
な
活
動
を
し
か
ね
て

い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

徐
々
に
活
動
も
本
格
化
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
方
の

ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
、
更
な
る
発
展
を
し
た

い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
先
、
何
か
と
ご
指
導

を
受
け
る
機
会
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
。

そ
の
後
、
18
年
度
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
そ
し
て
19
年
度

事
業
計
画
、
予
算
案
を
審
議

さ
れ
、
原
案
通
り
承
認
。
18

年
度
は
調
査
研
究
事
業
、
普

及
啓
発
活
動
に
重
点
を
置
き

活
動
。
調
査
研
究
事
業
と
し

て
は
、
と
も
に
２
回
目
と
な

る
「
万
引
犯
罪
に
関
す
る
全

国
青
少
年
意
識
調
査
」
、
「
全

国
小
売
業
万
引
被
害
実
態
調

査
」
を
行
う
な
ど
、
各
地
の

万
引
犯
罪
防
止
活
動
に
関
す

る
情
報
収
集
を
推
進
。
万
防

機
構
の
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ

へ
の
収
録
を
進
め
た
。
普
及

啓
発
活
動
と
し
て
、
販
売
店

に
お
け
る
万
引
防
止
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
、
普
及
を
同
機

構
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
掲
げ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

全
国
警
備
業
協
会
の
全
面
的

協
力
を
得
た
こ
と
で
構
想
が

具
体
化
。
万
引
犯
を
捕
捉
し

た
際
の
警
察
へ
の
通
報
の
仕

方
、
個
人
商
店
の
警
察
へ
の

通
報
に
か
か
る
負
荷
な
ど
に

つ
い
て
、
警
備
業
界
に
協
力

を
求
め
る
こ
と
を
検
討
中
。

成
案
化
の
可
能
性
も
出
て
き

た
と
報
告
さ
れ
た
。
19
年
度

事
業
計
画
と
し
て
、
調
査
研

究
事
業
で
は
、
引
き
続
き
小

売
業
調
査
お
よ
び
青
少
年
調

査
を
実
施
。
新
た
に
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
の
実
施
に
よ
り
、

万
引
対
策
の
効
果
や
万
引
の

罰
金
刑
判
決
状
況
な
ど
を
紹

介
予
定
。
こ
の
他
、
事
業
者

対
象
の
万
引
犯
罪
防
止
セ
ミ

ナ
ー
、
店
舗
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

専
門
家
養
成
講
座
、
小
中
学

校
万
引
防
止
教
室
な
ど
も
計

画
し
て
い
る
。 

 

通
常
総
会
後
、
堀
田
力
さ

わ
や
か
福
祉
財
団
理
事
長
に

よ
る
、「
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
社

会
を
ど
う
再
設
計
す
る
か
」

と
題
し
た
記
念
講
演
を
実
施
。

検
事
に
な
る
前
の
司
法
修
習

時
代
に
、
最
初
の
身
柄
事
件

が
女
性
の
万
引
事
件
だ
っ
た

こ
と
を
紹
介
。
子
ど
も
の
万

引
は
、
健
全
育
成
に
最
悪
で

あ
り
、
子
ど
も
の
良
心
、
倫

理
観
が
磨
耗
し
て
し
ま
う
こ

と
が
、
万
引
の
最
も
恐
ろ
し

い
弊
害
と
指
摘
。
万
引
へ
の

対
応
策
と
し
て
、
商
品
を
大

量
に
盗
む
ケ
ー
ス
は
、
防
止

策
を
立
て
、
警
察
が
取
り
締

ま
る
し
か
な
い
。
買
い
取
り

側
も
古
物
商
と
し
て
記
録
し

て
、
直
ち
に
警
察
に
連
絡
す

る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
必

要
。
厳
罰
化
に
よ
り
、
商
品

を
大
量
に
盗
む
と
い
っ
た
プ

ロ
の
手
口
の
犯
罪
に
は
、
被

害
額
比
例
で
は
な
く
、
本
人

の
矯
正
の
可
能
性
を
考
え
て

刑
を
選
ん
で
も
ら
う
こ
と
も

必
要
。
ス
ト
レ
ス
型
、
衝
動

型
の
万
引
へ
の
対
策
は
、
倫

理
観
教
育
が
対
策
の
基
本
で
、

社
会
的
意
義
も
大
き
い
。
子

ど
も
へ
教
育
を
施
し
て
も
、

問
題
の
あ
る
親
と
一
緒
に
い

れ
ば
正
し
く
育
た
な
い
。
そ

こ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
活
動
に

よ
り
、
問
題
の
あ
る
親
の
内

面
を
教
育
す
る
取
り
組
み
の

必
要
性
を
語
っ
た
。 

 

講
演
後
、
福
岡
正
行
理
事

政
策
委
員
長
が
挨
拶
。
親
に

対
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
警
察
の

方
々
と
、
万
引
を
す
る
こ
と

の
重
大
性
、
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
の
教
育
も
必
要
。
万
引

発
見
の
際
、
子
ど
も
の
将
来

を
考
え
通
報
し
な
い
ケ
ー
ス



も
多
い
が
、
き
ち
ん
と
叱
る

こ
と
も
必
要
。
文
部
科
学
省

や
警
察
関
係
、
万
防
機
構
で

子
ど
も
と
対
話
す
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
を
提
唱
。
最
低

限
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
子

ど
も
の
う
ち
に
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
る
こ
と
が
、

万
引
問
題
な
ど
に
も
行
き
着

く
と
し
た
。 

そ
の
後
、
菱
川
雄
治
警
察

庁
生
活
安
全
課
企
画
課
長
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
。

こ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
評
価
。
ま
た
、
経
営
者

等
に
よ
る
自
主
防
犯
対
策
と

し
て
、
商
品
へ
の
防
犯
用
Ｉ

Ｃ
タ
グ
等
の
電
子
商
品
監
視

機
器
等
の
防
犯
機
器
の
設
置
、

拡
充
や
学
校
と
連
携
し
た
防

止
指
導
な
ど
の
各
種
活
動
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
効
果
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る

と
し
た
。
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
関
係
諸
機
関
お
よ

び
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
の
連
携
に
よ
り
、
地

域
の
事
情
を
反
映
し
た
万
引

防
止
活
動
を
積
極
的
に
推
進
。

犯
罪
の
な
い
社
会
で
住
み
よ

い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、

今
後
の
活
動
へ
の
期
待
で
締

め
く
く
ら
れ
た
。 

そ
の
後
、
北
海
道
、
長
野
、

栃
木
、
東
京
、
福
岡
に
お
け

る
取
り
組
み
や
万
防
機
構
に

よ
る
調
査
内
容
が
報
告
さ
れ

た
。
総
会
後
に
開
催
さ
れ
た

意
見
交
換
会
に
も
、
多
数
の

関
係
者
が
参
加
し
た
。 

 


